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タイ・ユニオン・グループ（TUｎ） 
三菱商事が TOBを通じて持ち分法適用会社化へ。双方

の加工技術や販売網の相互活用を進める見通し 
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 2025/12期2Q（4-6月）は、売上高が前年同期比5.4％減、調整後純利益

が同13.2％増だった。為替変動の影響を除く売上高は0.4％減だった。 

 米国のタイからの輸入品に課される相互関税は8月から19％に引き上げ

られることから通期会社計画の見直しが行なわれた。 

 三菱商事がTOBを通じて同社を持ち分法適用会社化すると発表。双方の

加工技術や販売網の相互活用を進める公算。業績拡大への好機だろう。 
What is the news? 

8/4発表の2025/12期2Q（4-6月）は、売上高が前年同期比5.4％減の

333.89億THB、撤退した米レッドロブスター株式保有に係る減損損失の影

響を除く調整後純利益が同13.2％増の15.06億THB。為替変動の影響を除く

オーガニックの売上高は0.7%減だった。粗利益率が同1.1ポイント上昇の

19.7%へ改善したほか、純金融費用が減少したことが利益面で寄与した。

前四半期比では、売上高が12.1％増、調整後純利益が14.3％増だった。 

2Qの製品部門別の業績は以下の通り。①マグロ、イワシ、サバ関連製

品やパウチサーモンなどを含む「魚介類・水産加工品部門」は、売上高

が前年同期比4.5％減の165.97億THB、粗利益率が同3.1ポイント上昇の

22.0%へ改善。製品販売量（トン数）が0.3％減だった。②エビ関連製品や

スモークサーモン、イカ・タコ、カニ、貝類などの冷凍製品を含む「冷

凍シーフード関連製品部門」は、売上高が同7.4％減の100.34億THB、粗利

益率が同1.0ポイント上昇の11.7%へ改善。販売数量は8.3％増加した。③

「ペットケア部門」は、売上高が同1.5％減の43.87億THB、粗利益率が同

5.7ポイント低下の25.6％へ悪化。販売数量が10.0％増だった。前年同期

のプレミアム製品に関連する特需の反動減が響いた。④「高付加価値そ

の他部門」は、売上高が同9.2％減の23.71億USD、粗利益率が同0.2ポイン

ト低下の26.3%へ悪化。販売数量が2.0％増加した。 

How do we view this?  

2025/12通期会社計画は、米国の相互関税が4-7月まで10％、8-12月まで

19％として、売上高を前期比1-2％増（従来計画1-3％増）、粗利益率を

18.5-19.5％（同18.0-19.0%）、設備投資支出額を35-40億THB（同30-35億

THB）とした。売上高販管費率は13.5-14.0％と、従来計画を据え置いた。 

日本の三菱商事（8058）は8/4、同社への出資比率を現在の6.19%から

20％に引き上げると発表。TOB（株式公開買付）を通じて株式を約300億

円で取得し、持ち分法適用会社化する。常温流通が可能なツナ缶は世界

的な需要拡大が見込まれることから、出資拡大を通じて水産加工食品の

供給体制を整え、双方の加工技術や販売網の相互活用を進める公算。三

菱商事としては、同社の工場を活用して、ノルウェーのサーモン養殖大

手で三菱商事子会社のセルマックのサーモン加工、販売を増やすことも

想定しており、タイ・ユニオンにとって業績拡大への好機だろう。 
 

 

 

業績推移 ※参考レート　1THB=4.54円

事業年度 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12F 2026/12F

売上高（百万THB） 155,586 136,152 138,433 135,001 139,056

当期利益（百万THB） 7,138 -13,933 4,984 4,141 4,625

EPS（THB） 1.47 -3.15 1.08 0.94 1.04

PER（倍） 10.22 - 11.67 13.09 11.83

BPS（THB） 16.05 11.61 10.92 11.06 11.59

PBR（倍） 0.94 1.21 1.15 1.11 1.06

配当（THB） 0.84 0.54 0.66 0.57 0.61

配当利回り（%） 5.59 3.85 5.23 4.60 4.99

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（THB） 0.57 （予想はBloomberg）

終値（THB） 12.30

会社概要

企業データ（2025/8/5）

ベータ値

時価総額（百万THB）

企業価値=EV（百万THB）

3ヵ月平均売買代金（百万THB）

主要株主（2025/8）     （％）

1.STOCK EXCHANGE OF THAILAND 7.15

2.Chans iri  Thiraphong 6.86

3.三菱商事 6.19
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1977年にマグロ缶詰の製造、輸出を目的に設立。タイ

国内で冷凍食品・チルド食品およびシーフード缶詰の製

造・販売を行っているほか、子会社を通じてペットフード

などの事業も手掛けている。

海外においては、米国子会社がシーフード製品の製

造・販売を行うほか、レストランチェーンや小売業者、卸

売業者向けにエビをはじめとする冷凍シーフード製品の

輸入販売を行っている。欧州子会社は欧州、米国、オー

ストラリアで密封包装食品やチルドシーフードの製造・販

売を行っており、アジアの子会社はベトナムおよび中国

でシーフード製品の製造・販売を手掛けている。

2015年に世界最大のシーフードレストランチェーンの

米レッド・ロブスターへ出資を行ったが、2024年1月に全

株式を売却した。米レッド・ロブスターは2024年5月に日

本の民事再生法に当たる米連邦破産法第11条を申請し

た。
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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